水の液体構造とメタンハイドレートの生成,崩壊の相関 by 高橋 晋 et al.
水の液体構造とメタンハイドレー トの生成,
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崩壊の相関
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は経済的理由で調査,開発が行われなかったメ
タンハイドレー ト,コー ルタール,コー ルベッ
ドメタン等の「非在来型」未利用天然資源の利
用が検討されている。特にC02排出量が少な
く,クリーンエネルギーとされるメタンを大量
に含むメタンハイドレー トが最近にわかに注目
されている。
さらに,メタンハイドレー トは,理論的に水
11にメタン2161を貯蔵する可能性を持つ1)の
で,エネルギー資源としてのみならず,次世代
のガス貯蔵・輸送手段としても期待される。
本報告では,21世紀に新たなエネルギー資源
として期待 されるメタンハイ ドレー トを対象
に,水分子が立体的に展開したハイドレー ト構
造について検討する。特に,メタン1分子を包
接するメタンハイドレー トの構造および生成 。
分解機構の解明とその制作I法の確立はメタンハ
イドレー トをエネルギー資源 として利用促進す
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1.諸 言
限りあるエネルギー資源の有効利用と省エネ
ルギー対策が,地球環境保全の観点から,世界
各国で行なわれている。しかし,エネルギー消
費量は発展途上国を中心に世界的に増大してお
り,石油,天然ガスといった「在来型」天然資
源の枯渇が懸念されている。
日本はこれら資源の自給率が約7%程度と低
いにも拘らず,エネルギー消費量は世界全消費
量の約6%で,アメリカ,ロシア,中国に次い
で多い。
このようなエネルギー事情の中で, これまで
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The correlation of Liquid Structure of Water and
the ForJmation/dissociation
Susumu TAKAHASHI,Keiji KAWABATA,Koryo Ko」IMA
and Sankichi TAKAHASHI
Abstract
WVhen nlethane hydrate is used as an energy resource,the mechanism of lnethane hydrate
formation/dissociation and the Control rnethod are important to clarify  The study exanュines
molecular interaction betMreen、氏Iater and lnethane,and grottrth process of hydrate  The folloMI
ing conclusions are obtained
l) [512]is formed arst,and[512.62]is formed next,and the growth process of methane
hydrate progresses
2) [512.62]is formed like a suspension bridge between two[512]
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